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BYK-3932 P

BYK-3932 P
粉体塗料用のPTFEフリー表面添加剤。表面のスリップ性と耐スクラッチ性の向上、
さらにレベリング性と基材の濡れ性の向上、ハジキ防止効果もある。

製品データ

組成
二酸化ケイ素に吸着した界面活性ポリマーの混合物

一般性状
本データシートに記載された数値は代表値であり、品質規格ではございません。

密度 (20 °C): 1.23 g/cm³
有効成分: 63 %
焼成後残渣: 35 %
形状: 粉末

適用分野

粉体塗料

特長
BYK-3932 Pは、表面スリップ性を増加させ（ブランクサンプルと比較して40 %以上）、耐スクラッチ性を向上さ
せます。一般的なPE/PTFEワックス添加剤とは対照的に、光沢を低下させないため、高光沢の粉体塗料にも
使用できます。BYK-3932 Pは、PTFEフリーの添加剤で、ハジキ防止とレベリング 性を付与し、基材の濡れ
性を向上させ、不純物による表面欠陥を引き起こしません。

推奨用途
エポキシ系、ポリエステル/エポキシ系、ポリエステル系、ポリウレタン系、およびアクリル系粉体塗装に適し
てしています。

推奨添加量
全配合に対して添加剤として、0.2–2.0 %  

上述の推奨添加量は初期値としてご利用下さい。最適添加量は実際に試験を行い、決定して下さい。
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添加方法
本添加剤を、樹脂、硬化剤、顔料および他の材料と一緒に高速ミキサーで混合してからエクストルーダーに
かけて下さい。 エクストルーダーで添加剤がうまく分散されると、粉体塗料の光沢とレベリングが向上し、
ハジキ、フィッシュアイ、ブツを防止します。

BYK-3932 P は、1.0%までの添加量であれば、標準的なレベリン グ剤との併用をお薦めします。
（例：1:1 の割合）。一方、相乗剤として、他の比率で使用することもできます。

BYK-3932 P は、1.0 %以上の添加量であれば、標準的なレベリング添加剤の代用品と して使用できます。
このような特殊なケースは、最大限の表面スリップ性が要求される場合や、強い下地汚染の問題を解決する
場合などが考えられます。
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